
台風を思わせる天候の中、沿道に繰り出した人たちの
声援を背に力走するランナー（関連記事16ページ）

雨にも風にも負けず‼
力走‼とくしまマラソン
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今月の主な記事 住民の動き
平成24年4月末現在（　）内は前月比
人　口　33,822人（－36） １５歳未満　5,435人（－05）

　男　　16,282人（－20） ６５歳以上　5,838人（+18）

　女　　17,540人（－16） 平均年齢　41.49歳

世帯数　12,710戸（+10）
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＊
 一
斉
清
掃
の
日
は
、
粗
大
ご
み
を
取
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
 排
水
路
の
土
砂
処
理
（
運
搬
）
は
各
自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
斉
清
掃
の
土
砂
・
草
木
類
は
、
土
砂
仮
置
場
（
地
図
参
照
）
で
受
入
れ
し

ま
す
。
付
近
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
５
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時

２０

か
ら
午
後
２
時
ま
で
の
時
間
内
に

持
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
道
路
幅
が
狭
い
た
め
、
２
ト

ン
を
超
え
る
車
の
乗
入
れ
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

進
入
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。
土
砂
仮
置
場
ま
で
の
道

路
等
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
一
般
収
集
日
に
出
せ
る
空
き
ビ

ン
・
空
き
缶
・
燃
や
せ
な
い
ご
み

等
は
、
指
定
日
の
指
定
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 
　生
活
環
境
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

　
　
　西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

（
☎
６
９
２
・
７
４
１
１
）

 問

　「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」、「
藍
住
町
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
　
年
度

２４

一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

※
平
成
　
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
に
よ
り
、
本
町
の
一
般

２４

廃
棄
物
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
資
源
ご
み
分
別
の
徹
底
等
、
排
出
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
→
（
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
）
→
（
生
活
環
境
課
）
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
　生
活
環
境
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

問

マ イ バ ッ グ 持 参 運 動 に ご 協 力 を ! !

平成２4年度　一般廃棄物処理実施計画

加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加
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嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

 
 
 

 

 

 
    

 

  

 

 

 
 

 

 
 

  
 

  

 

 

 

 

一
斉
清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

美
し
く
快
適
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
は
地
域
の
環
境
美
化
か
ら
…

　
環
境
美
化
運
動
も
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
ま
す
。

４０

　
私
た
ち
が
住
む
町
の
道
路
や
排
水
路
、
公
園
な
ど
を
き
れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み

良
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

５
月
　
日
か
ら
６
月
　
日
ははははははははははははははははははははは

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４１４

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００１０

藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
でででででででででででででででででででで

　
　
　
　
藍
住
町
環
境
美
化
月
間
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

５月２０日（日）は町内一斉清掃の日で５月２０日（日）は町内一斉清掃の日ですす
　（小雨決行）＊雨天の場合５月２７日へ延期します

一般廃棄物の排出の状況

計排出量種　　　　　　類

9,252t

   6,200 t燃  や  せ  る  ご み

家
　
　
庭
　
　
系
　
　
ご
　
　
み

     150 t燃　 や  せ　 な　 い　 ご   み

      70 t 缶                 類

資 源 ご み

     250 t び       ん       類

      60 t ペットボトル

1,302 t蛍光灯・古着・古紙類

1,000 t 廃プラスチック類

  　　80 t 乾電池・金属類

     140 t粗   大     ご   み

1,800t1,800 t事    業    系    ご    み

10,600t
   600 tし                　　　        　尿し

　
尿 10,000 t浄   化   槽   汚   泥
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「友好都市締結２１周年記念ロマンのかけはし・町民号」

参  加  者  募  集
　「紅」と「藍」で結ばれた友好都市山形県河北町との友好都市締結２１周年を記念して「友好都市締
結２１周年記念ロマンのかけはし・町民号」の親善訪問団を募集します。河北町の伝統や文化、産業に
接し、さらなる友好交流への理解を深めていただきたいと思いますので、ぜひご参加ください。

1．旅　　程　　平成 24 年 6 月 28日（木）～ 30日（土）

2．募集人数　40 人（先着順）
　　　　　　　※河北町研修派遣事業に初めて参加する方を優先します。
3．参　加　費　１人　57,000 円
　　　　　　　※友好都市研修派遣実施要綱により、旅行費用 1人につき87,000 円の内 30,000 円を上限に補助します。
4．申込方法　参加希望者は、申込書にご記入の上、申込金 10,000 円を添えて企画政策課まで申込みください。
　　　　　　　※申込書は企画政策課に備えてあります。また、藍住町ホームページからもダウンロードできます。
5．申込期間　5月17日（木）～25日（金）（ただし、土・日曜日、午後 5時以降の受付は行いません）
6．そ　の　他　参加費は、宿泊を4名以上 1室とした場合の金額となっています。2名 1室または3名 1室を希望される方は、
　　　　　　　部屋料金が割増しになります。また、部屋数に限りがあるため、全員の希望に応じられない場合がありますの
　　　　　　　で、あらかじめご了承ください。詳細については、後日参加者にご連絡します。
　　　　　　　※この事業は20 周年記念事業として、昨年度に実施する予定でしたが、東日本大震災により見合わせていた
　　　　　　　　のを1年遅れで行うものです。
7．問い合わせ　企画政策課（☎637・3124）

1

2

3

6 月 28 日
（木）

ご集合６：３０　送迎バス　　　　　　　　　　　　貸切バス　　　仙台東部道
藍住町　　　淡路ＳＡ　　　伊丹空港　　　仙台空港　　　仙台空港ＩＣ　　　村田ＪＣＴ
６：４０発　　　 ７：４５／８：００ 　 ９：００／１０：００ 　１１：１５／１１：４０

東北中央道 　　　　　　　　　　　　　　 （施設見学）　　（施設見学）　　 夕食：和宴会
　　東根ＩＣ　　ひなの湯　　河北町表敬訪問　　紅花資料館　　さくらんぼ狩り　　銀山温泉（泊）
　　　　　　　　 １３：１０（昼食）　　　　１４：１０／１４：５０　　 　　１５：００／１５：４０　　　 １６：００／１６：４０　　　　 １７：４０

　　　　　　　　　　　　　　　東北道　　　　　（渓流美）　　　世界遺産（見学）
ホテル　　鳴子こけし工房　　古川ＩＣ　　一ノ関ＩＣ　　厳美渓　　中尊寺・金色堂・宝物館・本堂
８：２０発　　　 　９：４０／１０：１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１：５０／１２：２０　　　１２：４０（昼食）　　　　／１４：４０

　　　　　東北道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和宴会、渓流露天風呂
　　前沢ＩＣ　　盛岡南ＩＣ　　南部鉄器工場（岩鋳）　　花巻南ＩＣ　　志戸平温泉（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５：５０／１６：２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７：３０

　　　　　（見学）　　　　　　　　　　　　　東北道　　　日本三景（見学） （国宝）
ホテル　　宮沢賢治記念館　　金婚亭　　花巻南ＩＣ　　大和ＩＣ　　松島　　（五大堂・瑞巌寺）
８：２０発 　　　９：００／９：４０ 　　　９：５０／１０：１０　　　　　　　　　　　　　　１２：００（昼食）１２：５０　　　　　 ／１４：００

　　　　松島遊覧船　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送迎バス
　　松島桟橋　　　塩釜港　　　笹かま工場　　　仙台空港　　　伊丹空港
　　　　１４：３０ 　　　１５：２０ 　１５：３０／１５：５０　　　　１６：２０／１７：３５発　　１８：５５／１９：３０（弁当）

　　中国道　　　淡路ＳＡ　　　大鳴門橋　　　藍住町
　　　　　　　　　２０：３０／２０：４０　　　　　　　　　       　 ２１：４０頃着

期　日 行　　　　　　　　　　　程

6月 29日
（金）

6月 30日
（土）

宿泊　銀山荘　尾花沢市大字銀山新畑 85　TEL　0237―28―2322

宿泊　ホテル志戸平　花巻市湯口志戸平 27―1　TEL　0198―25―2011

いわ ちゅう
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全国初!!2度目の開催
第27回国民文化祭・とくしま2012
あっ！わぁ！発見伝

　
国
内
最
大
級
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
国

民
文
化
祭
が
、
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
感
動
や
驚
き
が
人
を
育
て
、
ま
ち
を
元
気

に
し
ま
す
。

　
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
文
化
の
魅
力
を
発

見
し
、
活
用
す
る
試
み
が
二
度
目
の
国
民
文

化
祭
で
す
。
阿
波
藍
、
人
形
浄
瑠
璃
、
阿
波

踊
り
、
そ
し
て
徳
島
が
ア
ジ
ア
初
演
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
は
じ
め
、
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
文
化
の
力
を
活
用
し
、
笑
顔
あ

ふ
れ
、
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う
取
組
み
に
よ
っ

て
、
県
内
各
地
が
大
き
く
前
進
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
、　
月
　
日
・
　
日
に
勝
瑞
城

１０

２０

２１

館
跡
で
「
勝
瑞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
ま
た
、　
月
６
日
～
　
月
９
日
の
期
間
に

１１

１２

は
、
藍
の
館
を
中
心
に
「
藍
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

国
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

 
「
阿
波
藍
栽
培
加
工
用
具
」　
一
式
　
点
９３

（
藍
栽
培
用
具
　
点
、
葉
藍
処
理
用
具
　
点
、
す

３９

２３

く
も
製
造
用
具
　
点
、
藍
玉
製
造
用
具
　
点
）

１７

１４

［
指
定
年
月
日
］　
昭
和
　
年
４
月
　
日

３０

２２

　
藍
は
、
徳
島
を
代
表
す
る
商
品
作
物
で
、

か
つ
て
は
産
業
経
済
上
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
阿
波
の

南
方
に
対
し
て
、
阿
波
の
北
方
、
吉
野
川
流

域
で
は
盛
ん
に
藍
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
藍

一
色
の
土
地
柄
で
し
た
。
藍
住
町
に
お
い
て

も
盛
ん
に
藍
が
生
産
さ
れ
、
徳
命
村
や
奥
野

村
、
東
中
富
村
で
は
特
に
良
質
な
藍
が
生
産

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
藍
を
栽
培
し
、
そ
れ
を
 
や
藍
玉
に
製
造

す
る
工
程
に
関
わ
る
道
具
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が

あ
り
ま
す

が
、
そ
れ

ら
は
藍
住

町
歴
史
館

「
藍
の
館
」

に
保
存
・

展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
く
も

　
平
成
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
、
徳
島
の
歴
史
に
新
た
な
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　
大
き
な
濠
や
庭
園
跡
、
礎
石
建
物
跡
の
発

見
。
そ
し
て
、
大
量
の
遺
物
も
出
土
し
、
そ

の
中
に
は
稀
少
な
陶
磁
器
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
勝
瑞
城
館
跡
は
戦

国
時
代
に
阿
波
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
三
好

氏
の
城
館
跡
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
　
年
１

１３

月
　
日
に
は
、
発
掘
調
査
の
開
始
か
ら
７
年

２９
目
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
の
で
す
。

　
勝
瑞
は
、
ま
さ
に
徳
島
県
を
代
表
す
る
戦

国
時
代
の
遺
跡
と
し
て
今
、
脚
光
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
勝
瑞
城
館
跡
周
辺
の
発
掘
調
査
で

も
良
好
な
保
存
状
態
で
地
下
に
眠
っ
て
い
た

当
時
の
生
活
の
痕
跡
が
掘
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
土
器
や
陶
磁
器

を
は
じ
め
と
し
て
、
当
時
の
人
々
が
使
っ
た

遺
物
も
た
く
さ
ん
出
土
し
、
そ
の
生
活
の
様

子
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

 

絹
本
著
色
三
好
長
輝
像
（
見
性
寺
蔵
）

藍
住
町
の
文
化
財
　

１阿波藍栽培加工用具（藍の館展示品）

戦
国
浪
漫
・

勝
瑞
探
訪

戦
国
浪
漫
・

勝
瑞
探
訪
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 １
　
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
①
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
着
工
さ
れ

５６

３１

た
も
の

　
②
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
構
法
に
よ

る
木
造
住
宅

　
③
３
階
建
て
ま
で
の
住
宅
（
現
に
居
住
し

て
い
る
も
の
に
限
る
）

　
④
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等

２
　
耐
震
診
断
の
自
己
負
担
金

　
①
１
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、
３
千
円

　
②
共
同
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
の
場
合

（
２
戸
扱
い
）、
６
千
円

　
③
現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い

３
　
今
年
度
予
定
診
断
戸
数
 　

　
１
０
０
戸
（
先
着
順
）

 １
　
耐
震
改
修
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　
　
藍
住
町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断

　
耐
震
診
断
事
業

　
耐
震
改
修
事
業

を
受
け
た
住
宅
で
あ
り
、
診
断
の
結
果

が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅

２
　
耐
震
改
修
の
自
己
負
担
金

　
　
工
事
費
（
耐
震
改
修
関
連
工
事
以
外
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）
の
２
／
３
が
助
成
さ
れ

ま
す
。（
上
限
は
　
万
円
）

６０

３
　
今
年
度
予
定
改
修
戸
数

　
　
戸
（
先
着
順
）

１０
 １

　
補
助
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　
　
藍
住
町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断

を
受
け
た
住
宅
で
あ
り
、
診
断
の
結
果
が

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
ま
た
は
「
倒

壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た

住
宅

　
※
耐
震
改
修
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
る

（
ま
た
は
受
け
た
）住
宅
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
２
　
補
助
対
象
工
事
の
自
己
負
担
金

　
徳
島
県
→
工
事
費
用（
税
抜
き
）の
１
／
２

　
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

　
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
上
限
は
　
万
円
）

４０

　
藍
住
町
→
工
事
費
用（
税
抜
き
）の
１
／
６

が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
上
限
は
　
万
３
千
円
）

１３

３
　
今
年
度
予
定
改
修
戸
数

　
　
戸
（
先
着
順
）

２０
 　

平
成
　
年
５
月
　
日
～
平
成
　
年
１
月
　

２４

２１

２５

３１

日
（
木
）
ま
で

（
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
　

３０

１５

　
 

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
診
断
と
改
修
・
住
ま
い
の

　
安
全
・
安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム

　
支
援
事
業
申
込
受
付
期
間

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て
い

る
お
そ
れ
の
あ
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
建
築

物
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

 １
　
調
査
の
対
象
と
な
る
建
築
物

　
 吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
民
間
の
建
築
物

２
　
助
成
額

　
調
査
費
の
２
／
３
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

（
上
限
は
　
万
円
）

２５

　
こ
の
事
業
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け
を
す
る
　
歳
以

６５

上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、

火
災
に
よ
る
被
害
防
止
と
地
震
に
伴
う
家
具

の
転
倒
防
止
対
策
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　◆
対
象
世
帯

　
①
　
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

６５

　
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

所
持
す
る
者
の
み
の
世
帯

　
民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

少
な
い
個
人
負
担
で
、
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
事
業
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
を
し
ま
せ
ん
か

平
成
２４
年
度
火
災
警
報
器

等
取
付
支
援
事
業
補
助
金

の
受
付
に
つ
い
て
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③
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
以
上
の
者
の

み
の
世
帯

　
④
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
　
ま
た
は
　
の

A1

A2

手
帳
を
所
持
す
る
者
の
み
の
世
帯

　
⑤
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
者

の
み
の
世
帯

◆
対
象
と
な
る
費
用
　

　
火
災
警
報
器
取
付
け
事
業
費
と
家
具
の
固

定
作
業
費
用
（
器
具
・
器
機
の
購
入
費
用
を

含
む
）

◆
補
助
金
額

　
１
世
帯
当
た
り
取
付
け
に
要
す
る
費
用
の

１
／
２
が
助
成
さ
れ
ま
す
。（
上
限
は
５
千

円
）

◆
受
付
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
１

２４

２５

日
ま
で
 

 

 

今
月
の
納

今
月
の
納
税税

　
５
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で

す
。納

期
限
は
、
５
月
　
日
で
す
。

２５

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

 
　税
務
課

 （☎
６
３
７
・
３
１
１
７
～
３
１
１
８
）

●徳 
●島 
●県 
●か 
●ら 
●お 
●知 
●ら 
●せ 

自
動
車
税
は
納
期
内
に

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の

　
納
期
限
は
、
５
月
　
日
で
す
。

３１

　
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
領
収
証
書
に
添
付

さ
れ
て
い
る
納
税
証

明
書
は
、
車
検
（
継

続
検
査
ま
た
は
構
造

等
変
更
検
査
）
の
際

に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

 
　東
部
県
税
局
自
動
車
税
庁
舎

 

（
☎
６
４
１
・
２
３
２
３
）

問問

情報公開条例の運用状況
　藍住町情報公開条例（藍住町条例第１８３号）第２１条の規
定により、平成２３年度における同条例の運用状況を次の
とおり公表します。 

個人情報保護条例の運用状況
　藍住町個人情報保護条例（藍住町条例第２００号）第３３条
の規定により、平成２３年度における同条例の運用状況を
次のとおり公表します。

●ホームゲームご案内
　５月２０日（日）午後１時～ VS ガイナーレ鳥取
　６月１日（金）午後７時～ VS ＦＣ町田ゼルビア　
　６月９日（土）午後４時～ VS 横浜ＦＣ

●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

公　文　書　の　公　開

区　　分 処　理　の　状　況
請　求

不受理非公開部分公開公　開

０件０件０件０件０件件数又は人数
注　「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求を受理しなかった場合を言い
ます。

１　開示請求の処理状況
個人情報の開示

区　分 処理の状況請　求 取り下げ請求拒否非開示部分開示開　示
０件０件３件１件２件６件件数又は人数

注1　「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有していない等のため、開示の
請求書を拒否したものです。

注２　「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。

２　開示請求の請求者別内訳
人数区　　　　　　　　分
６人本　　　　　　　　人
０人法 定 代 理 人代　理　人 ０人法定代理人以外の代理人
６人合　　　　　　　　計

注　同時に複数の者から申請のあったものについては「１人」として取り扱った。

３　開示請求者の実施機関別内訳
３件住 民 課町長部局 ３件健 康 推 進 課
６件計
０件教 育 委 員 会
０件議 会 事 務 局
０件農 業 委 員 会
６件合　 　 　 　 　 計

４　個人情報の訂正請求の状況　　　なし
５　個人情報の利用中止請求の状況　なし
６　不服申し立ての状況　　　　　　なし

■
各
種
申
込
場
所

 
　総
務
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

　※
申
込
み
に
必
要
な
添
付
書
類
や
そ

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
町
税
や
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
あ
る
方
は
、
こ
れ
ら

の
補
助
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

問
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●
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

 

認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　「
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
」が
藍
住
北
小
学

校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
認
証
さ
れ

ま
し
た
。

　
～
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
は
～

　
本
年
度
か
ら
徳
島
県
教
育
委
員
会
を

中
心
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
制

度
で
、
小
学
校
を
基
本
的
な
単
位
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
へ
の
支

援
・
応
援
を
行
っ
て
い
る
連
携
組
織（
自

治
会
・
婦
人
会
・
青
年
団
・
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
の
地
域
団
体
）
を
「
学
校
の
応

援
団
」（
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
と
し

て
認
証
す
る
制
度
で
す
。

●
地
域
教
育
支
援
活
動
奨
励
表
彰
を

 

受
賞
し
ま
し
た
。

　「
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
」は
年
間
を
通
し

て
環
境
観
察
学
習
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
は
、
学
校
や
家
庭
及
び
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
へ
の
支
援
・
協
力

な
ど
の
活
動
に
対
し
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
団
体
と
し
て
徳
島
県
教
育
委
員
会
か

ら
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

日
　
　
時
　
６
月
　
日
（
金
）

１５

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

　
　
　
　
　（
講
演
会
は
７
時
　
分
か
ら
）

３０

場
　
　
所
　
町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

演
　
　
題
　「
子
ど
も
は
大
人
の
パ
ー
ト

ナ
ー
～
い
ま
子
ど
も
が
か
か
え

る
困
難
に
向
き
合
っ
て
～
」

講
　
　
師
　
坪
井
 節
子
 さ
ん

　
　
　
　
　（
弁
護
士
・
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）

 
　町
教
育
委
員
会

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
坪
井
 節
子

さ
ん
は
、
国

内
で
初
め
て

と
な
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
事

情
で
帰
る
家

の
な
い
少
年
少
女
た
ち
を
受
け
入
れ
る

シ
ェ
ル
タ
ー
（
一
時
避
難
所
）「
カ
リ
ヨ

ン
子
ど
も
の
家
」
を
開
設
し
た
弁
護
士

で
す
。

　
１
９
８
７
年
か
ら
子
ど
も
の
人
権
救

済
活
動
に
携
わ
り
、
大
人
社
会
に
よ
っ

て
人
権
を
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
子
ど

も
の
多
さ
に
驚
愕
。
現
在
も
子
ど
も
た

ち
に
対
等
に
寄
り
添
う
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

問

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を
!!

「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
を
!!

　
森
林
の
樹
木
の
み
ど
り
は
、
人
の
心

に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
生
活
用
水
の
確
保
・
空
気
の
浄
化
・

環
境
保
全
等
、
人
間
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、「
緑
の
募
金
」（
5
月
31
日
ま

で
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ど
り
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
生

活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、「
緑
の
募

金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
町
内
募
金
箱
設
置
場
所

・
役
場

　（
1
階
総
合
案
内
・
住
民
課
・
経
済
産
業
課
）

・
図
書
館

・
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

・
藍
翠
苑

・ 

Ｊ
Ａ
板
野
郡
（
藍
園
支
所
・
住
吉
支
所
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
商
工
会

　

問
　
と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会
藍
住
支
部

（
経
済
産
業
課
内
）

（
☎
6
3
7
・
3
1
2
0
）

正
法
寺
川
を
考
え
る
会
だ
よ

正
法
寺
川
を
考
え
る
会
だ
よ
りり

藍住北小学校生徒作品

人と人　心をつないで　輪をつくろう　　　　６年　　山口　春音

咲かせよう　笑顔の花を　世の中に　　　　　６年　　武田　亘平

みんなとね　きずなの種を　育てよう　　　　６年　　樫原　千奈

君にはね　みんながいるよ　一人じゃない　　６年　　白井　香奈

その笑顔　一つにするよ　みんなの心　　　　６年　　松永　浩毅

人権標語人権標語

　藍
住
町
人
権
教
育
推
進
協
議

藍
住
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会会

総
会
・
講
演

 

総
会
・
講
演
会会
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●藍住町スローガン●

守れ人権　許すな差別みんなで守ろう！子どもの人権みんなで守ろう！子どもの人権

Let’sチャレンジ　子どもの権利クイズ！
（徳島県発行「社会教育における人権教育資料Ⅵ」より転載）

※子どもの権利クイズ回答　　　問1　ウ　　問2　ウ　　問3　イ　　問4　ア

日本が「子どもの権利条約」を批准したのは、世界で何番目？
 　　　 ア　28番目 　　  イ　93番目 　　  ウ　158 番目

世界中で、ストリートチルドレンと呼ばれる子どもたちの数は、どれくらい？
 　　　 ア　約 2,500 万人 　　イ　約 5,000 万人 　　ウ　約１億人

「子どもの権利条約」に書かれている子どもとは、何歳未満？
 　　　 ア　16 歳未満 　　イ　18歳未満 　　ウ　20歳未満

平成 21年度の徳島県内の児童相談所における児童虐待相談処理件数は、どれくらい？
 　　　 ア　約 400 件 　　イ　約 300 件 　　ウ　約 200 件

Q1

Q2

Q3

Q4

【子どもの権利条約ってなあに？ 】
　1989年「児童の権利に関する条約」（子どもの権利条約）が国連で採択され，日本も1994年 4 月22日に批准
しました。世界中すべての子どもたちの基本的人権を尊重した国際条約で、2012年 2 月現在193カ国、地域が
批准しています。（批准国とは、条約を国会で審議、承認し、国際的に宣言した国）

【ストリートチルドレンってなあに？】
　貧困や虐待などの理由から路上で物を売って働いたり、生活する子どもたち。大人による保護がないた
め常に危険な状況にあり、犯罪に巻き込まれてしまう子どもも多くいます。

【児童虐待行為って？】
　2000年「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）が施行されました。児童虐待は子どもの心
身の成長や人格形成に重大な影響を与えるため、早期の発見、迅速な対応が必要です。児童虐待防止法では「虐
待を受けたと思われる児童」を発見した場合、通告を義務づけています。
※児童虐待防止法で定義されている4 種類の虐待行為とは
　●児童の身体に外傷を生じるような暴行を加えること
　●児童にわいせつな行為をすること、させること
　●児童の正常な発達を妨げるような著しい減食、長時間の放置など、保護者の
　　監護を怠ること
　●児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍住町人権教育推進協議会運営部会

相
談
機
関

子どもの人権 110 番（全国共通・無料）　 （　0１20・007・110）（平日午前8時30分～午後5時15分）
24 時間いじめ相談ダイアル（全国共通）　 （☎0570・0・78310）
徳島県中央こども女性相談センター　 （☎622・2205）（平日午前8時30分～午後5時15分）
藍 　 住 　 町 　 福 　 祉 　 課 　 （☎637・3114）（平日午前8時30分～午後5時15分）
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わ
く
わ
く
広
場

日
　
　
時
　
６
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
　
時

１０

１２

　
　
　
　
　（
午
前
９
時
　
分
受
付
開
始
）

３０

場
　
　
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
風
船
バ
レ
ー
、
転
が
し
ド
ッ

チ
、
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９

（
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
的
抜
き

ゲ
ー
ム
）
な
ど

参
　加
　費
　
無
　
料

　
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

主
　
　
催
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
教
育
委
員
会

 
　教
育
委
員
会

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

問

開
　催
　日
　
７
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
　
Ｖ
Ｓ

 

　
ザ
ス
パ
草
津

          　
　
　
午
後
６
時
　
分
キ
ッ
ク
オ
フ

３０

 

（
午
後
４
時
　
分
開
場
）

３０

場
　
　
所
　
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

対
　象
　者
　
本
町
に
お
住
ま
い
の
方

募
集
内
容
　

１
．
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

 

（
午
後
６
時
か
ら
）

募
集
人
数
　
小
学
生
　
人
２２

内
　
　
容
　
選
手
と
手
を
つ
な
い
で
、
会
場

へ
入
場

２
．
ハ
イ
タ
ッ
チ
（
午
後
５
時
　
分
か
ら
）

３０

募
集
人
数
　
小
学
生
　
人
４０

内
　
　
容
　
入
場
し
て
き
た
選
手
を
ハ
イ

タ
ッ
チ
で
出
迎
え
る

３
．
ス
タ
ジ
ア
ム
観
戦
ツ
ア
ー

 

（
午
後
４
時
～
５
時
）

募
集
人
数
　
　
人（
５
歳
以
上
と
そ
の
保
護
者
）

３０

内
　
　
容
　
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
案
内
で

普
段
見
え
な
い
ス
タ
ジ
ア
ム
の

舞
台
裏
を
見
学
後
、
試
合
観
戦

４
．
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
フ
ラ
ッ
グ
ベ
ア
ラ
ー

 

（
午
後
６
時
か
ら
）

募
集
人
数
　
小
学
３
年
生
以
上
８
人

内
　
　
容
　
試
合
開
始
前
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

フ
ラ
ッ
グ
を
も
っ
て
入
場

５
．
ク
ラ
ブ
フ
ラ
ッ
グ
ベ
ア
ラ
ー

 

（
午
後
６
時
か
ら
）

募
集
人
数
　
小
学
３
年
生
以
上
６
人

内
　
　
容
　
試
合
開
始
前
に
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
の
旗
を
も
っ
て
入
場

６
．
ス
タ
ジ
ア
ム
前
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

出
演
者
募
集

　
試
合
開
始
ま
で
の
時
間
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム

前
広
場
で
披
露
す
る
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
演
奏

な
ど

７
．
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
中
の
イ
ベ
ン
ト
出
演
者

募
集

内
　
　
容
　
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
内
で
観
戦
者
に
披
露
す
る
５

分
程
度
の
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
演

奏
な
ど

８
．
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
抽
選
会
用
景
品
の
提
供

内
　
　
容
　
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
行
わ
れ
る
観

戦
者
を
対
象
と
し
た
抽
選
会
の

景
品
の
提
供
。
提
供
者
は
名
前

と
品
物
が
電
光
掲
示
板
と
マ
イ

ク
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
　
日（
金
）～
６
月
５
日

１８

（
火
）

※
参
加
希
望
が
多
数
の
場
合
は
、
１
か
ら
５

は
抽
選
、
６
か
ら
８
は
内
容
等
を
確
認
の

上
、
事
務
局
で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
企

画
政
策
課
ま
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
申
込
用
紙
は
、
企
画
政
策
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
現
地
へ
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
出
演
料
等
は
出
ま
せ
ん
。
参
加
に
か
か
る

費
用
は
、
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
当
日
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

（
ホ
ー
ム
自
由
席
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 
　企
画
政
策
課

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

問

情　報
NOW
情　報
NOW

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ

 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

藍
住
町
民
デ
ー
開
催
決
定
!
参
加
者
募
集
‼

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

藍
住
町
民
デ
ー
開
催
決
定
!
参
加
者
募
集
‼

町
民
デ
ー
に
参
加
し
て
、
皆
さ
ん
で
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
! !
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エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
は
事
業
活
動
の
中
で

21

二
酸
化
炭
素
や
廃
棄
物
の
排
出
削
減
な
ど
環

境
へ
の
取
組
み
を
進
め
る
た
め
の
手
順
を
定

め
た
中
小
事
業
者
向
け
の
環
境
経
営
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
経
費
の
削
減
・
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で

き
、
金
融
機
関
な
ど
の
優
遇
措
置
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
取
組
み
と
し
て
、
徳
島
県
内

で
も
認
証
取
得
事
業
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　
徳
島
東
部
定
住
自
立
圏
構
想
の
一
環
と
し

て
、
徳
島
市
と
合
同
で
、
認
証
取
得
を
目
指

す
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
作
業
の
解
説

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
無
料
セ
ミ
ナ
ー
（
計

5
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
認
証
取
得
を
目
指
し
、
環
境

経
営
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
　
　
象
　
 藍
住
町
内
の
事
業
者
・
団
体
等

申
込
期
限
　
7
月
　
日
（
金
）
ま
で

20

　
事
前
説
明
会
の
開
催

　
認
証
取
得
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
の
概
要
や
支
援
内
容
に

21

つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
6
月
4
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
　
　
所
　
徳
島
市
役
所
　
階
大
会
議
室

13

定
　
　
員
　
1
0
0
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
6
月
1
日
（
金
）
ま
で

 

　会
社
名
と
参
加
者
名
を
徳
島
市
環

境
保
全
課
（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
担
当
）
ま

２１

で
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
☎
６
２
１
・
５
２
１
３
）

E-M
ail

kankyo_hozen@
city.tokushim

a.lg.jp

日
　
　
時
　
５
月
　
日
（
火
）

２９

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
　
　
所
　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内
　
　
容

　
＊
調
理
実
習

　
　
　
・
パ
ン
（
に
ん
じ
ん
パ
ン
他
）

　
　
　
・
に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理

定
　
　
員
　
　
名
（
申
込
順
）

２０

参
　加
　費
　
２
０
０
円

　
準
備
す
る
も
の

　
　
　
　
　
エ
プ
ロ
ン

　
　
　
　
　
三
角
巾

　
　
　
　
　
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
期
間
　
５
月
　
日
～
　
日

１７

２３

担
　
　
当
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

 

　保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

 申
・
問

申
・
問

 

 

旬
の
野
菜
が
入
っ
た

　
パ
ン
い
ろ
い
ろ
＆
に
ん
じ
ん
料
理
い
ろ
い
ろ

受
講
期
間
　
６
月
～
７
月

　
　
　
　
　（
各
講
座
、
全
８
回
）

受
講
資
格
　
町
内
在
住
者
ま
た
は
在

勤
者
で
　
歳
以
上
の
方

２０

（
学
生
を
除
く
）

申
込
期
間
　
５
月
　
日（
水
）～

１６

 

　
日（
火
）

２２

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
 各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

初
め
て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を

行
い
ま
す
。
当
選
者
の
方
に
は
、
５

月
　
日
（
木
）
ま
で
に
書
面
で
通
知

３１
し
ま
す
。

☆
 応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
 各
講
座
の
受
講
料
は
、
２
か
月
分

と
な
り
ま
す
。

☆
 各
講
座
は
、
材
料
費
等
（
テ
キ
ス
ト

代
）
が
別
途
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆
 受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
３
０
）

火
曜
日
休
館

申
・
問

場　　所用意する物受　講　料定　員時　　　　間曜　　日講　座　名

町民情報プラザ筆記用具、テキスト5,000円１０人午後１時３０分 ～３時毎週水曜日基　礎　講　座（昼）

町民情報プラザ筆記用具、テキスト5,000円１０人午後７時３０分 ～９時毎週水曜日基　礎　講　座（夜）

町民情報プラザ筆記用具、テキスト5,000円１０人午後１時３０分 ～３時毎週金曜日ワード・エクセル講座（昼）

町民情報プラザ筆記用具、テキスト5,000円１０人午後７時３０分 ～９時毎週金曜日ワード・エクセル講座（夜）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　２１

　
　
　
認
証
取
得
セ
ミ
ナ
ー



１４広報あいずみ　■ zumia №８２０

健
康
科
学
を
学
び
な
が
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

完
走
を
目
指
し
元
気
を
獲
得
し
よ
う
　!!

日
　
　
時
　
６
月
４
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日（
木
）

１０

２５

　
　
　
　
　
毎
週
月
・
木
曜

　
　
　
　
　
午
後
７
時
　
分
～
９
時

３０

場
　
　
所
　
藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　象
　者
　
　
歳
以
上
の
町
民
・
町
内
事
業

１８所
に
お
勤
め
の
方
で
医
師
か
ら

運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方

参
　加
　費
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
２
千
円

　
　
　
　
　
会
員
外
５
千
円

　
　
　
　
　（
保
険
料
１
８
５
０
円
別
途
）

定
　
　
員
　
　
人
（
先
着
順
）

30

申
込
開
始
　
５
月
　
日
（
木
）
か
ら

１７

 

　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　健
脚
試
し
に
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
!

日
　
　
時
　
６
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
集
合

集
合
場
所
　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
　加
　費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
）

　
　
☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

午
前
８
時
　
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
に

３０

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問

 
　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

牡
丹
寺
法
音
寺
を
目
指
し
ま
す

 

（
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。

日
　
　
時
　
５
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
　

２７

４５

分
～
午
後
１
時
（
午
前
　
時
出

１０

発
）

集
合
場
所
　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
　加
　費
　
３
０
０
円
（
保
険
料
）

　
☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

 
　あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　
５
月
は
全
国
一
斉
の
日
赤
社
費
募
集
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
赤
社
費
は
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

時
の
医
療
救
護
活
動
や
、
献
血
に
よ
る
輸
血

用
血
液
の
確
保
な
ど
の
「
い
の
ち
と
健
康
、

尊
厳
」
を
守
る
各
種
人
道
活
動
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
地
域
の
駐
在
員
、
役
員
、
婦
人
会
の
支
部

長
の
方
た
ち
を
通
じ
て
募
集
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　社
会
福
祉
協
議
会

　
　
 

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

 

（
☎
６
９
２
・
９
９
５
１
）

問問問

　
花
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
　
主
な
活
動
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
午
前
中
１
時
間
程
度
で
、
花
の
育
成
や
除

草
作
業
な
ど
花
壇
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
一
緒
に
花
を

育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
男
性
の
方
、

大
歓
迎
で
す
。

 
　教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
に
不
利
益

を
被
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

「
成
年
後
見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り

ま
す
。

　
偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日
　
　
時
　
６
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場
　
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
１
階
相
談
室

問

主
　
　
催
　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島

県
支
部

 
　徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
　４１

　
　
　県
行
政
書
士
会
内

 

（
☎
６
２
６
・
１
５
２
３
）

　
　

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

な
ど
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

 

（
☎
６
３
７
・
３
１
７
５
）

　
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

 

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

 

（
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」

 

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）

問問

健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

大
麻
山
登
山
教
室

藍
住
歩
こ
う
会

「
裏
道
を
通
っ
て
法
音
寺
へ
」

高
齢
者
の
相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

日
赤
社
費
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
花
友
会
　
会
員
募
集
！

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会

花友会花壇
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テ
　ー
　マ

　
　
時
を
か
け
る

　
　
　
～
き
の
う
・
き
ょ
う
・
あ
し
た
～

日
　
　
時
　
６
月
　
日
（
日
）

１０

　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時
　
分

１０

３０

場
　
　
所
　
緑
の
広
場
周
辺

内
　
　
容
　
　

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　（“
ち
ん
ど
ん
や
”
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
）

☆
体
験
コ
ー
ナ
ー

　（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
撃
・
煙
ハ
ウ
ス
他
）

☆
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

☆
製
作
コ
ー
ナ
ー

　（
砂
時
計
・
腕
時
計
・
折
紙
飛
行
機
他
）

☆
木
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー

☆
し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

☆
木
か
げ
で
お
話
し
コ
ー
ナ
ー

☆
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
模
擬
店

★
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
）

主
　
　
催
　
藍
住
子
育
て
環

境
づ
く
り
「
あ

い
っ
こ
」

 
　教
育
委
員
会

　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

問

　図
書
館
の
行

図
書
館
の
行
事事

　お
は
な
し
会

    毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
～
２
時
　
分
   

３０

　あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会
  

　
５
月
　
日（
水
）、
６
月
　
日（
水
）

２３

１３

　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　井
隈
読
書
会
　
　
  

　
第
１
木
曜
日
（
６
月
７
日
　
午
前
　
時
 ～
）

１０

　〈
6
月
の
課
題
図
書
〉

　「
流
れ
の
ほ
と
り
」
神
沢
　
利
子

　廃
棄
雑
誌
の
提
供

　
図
書
館
で
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
、

無
料
で
希
望
者
に
提
供
し
ま
す
。

　
５
月
　
日（
土
）～
６
月
３
日（
日
）

１９

◎
休
館
日
 

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
…
５
月
　
日
（
木
）

１７

 
　図
書
館
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

　　
藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

　藍
の
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

問

　
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
藍
の
館
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
名
前
は
「
こ
こ
ろ
」
で
す
。「
藍
」
と
「
愛
」

と
で
、
可
愛
ら
し
い
ハ
ー
ト
型
に
。
下
の
楕

円
は
藍
瓶
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
中
に
は
心
を
込

め
て
染
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
、

「
心
」
の
一
文
字
を
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
藍
の
館
と
共
に
「
こ
こ
ろ
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　或
る
点
の
水
墨
画
展
～
中
原
博
～

　
一
般
的
水
墨
画
、
油
彩
画
の
模
写
、
風
景
、

似
顔
絵
、
仏
像
等
を
描
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
　
　
間
　
５
月
　
日
（
木
）
ま
で

３１

場
　
　
所
　
藍
の
館
　
展
示
室

　藍
染
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か

第
１
日
曜
日
　
　
琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日
　
　
ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日
　
　
尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日
　
　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日
　
　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

（
ぞ
め
き
演
奏
は
午
後
２
時
ま
で
）

 
　藍
の
館
（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

　
町
で
は
、
５
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で

１６

１０

３１

を
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
期
間
と
し
、
夏
季
軽

装（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）を
励
行
し
て
い
ま
す
。
男

性
職
員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
で

勤
務
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
そ
の
他
、
冷
房
時
の
室
温
を
　
℃
に
設

２８

定
、
照
明
の
間
引
き
、
不
要
な
照
明
の
こ
ま

め
な
消
灯
に
努
め
る
な
ど
、
節
電
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問

クールビズに
ご理解とご協力を
お願いいたします

第
　
回
あ
い
ず
み

１５
　
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
込
み
に
よ

る
藍
染
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服

（
し
み
が
付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も

の
）
な
ど
を
藍
染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
然
素
材
の
木
綿
・
麻
・
シ
ル
ク
は

よ
く
染
ま
り
ま
す
。

　　
持
込
み
体
験
価
格

 
１
g
　
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
g
　
円

１５

３０

藍の館イメージ
キャラクター
「こころ」

夏
期
の
節
電
対
策
と
し
て

エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
施
し
ま
す
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５
月
　
日（
日
）

２０

ま
で
「
春
の
バ
ラ

ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
バ
ラ
園
で
は
、

約
２
７
０
種
類
、

千
株
の
バ
ラ
が
咲

き
、
園
内
は
バ
ラ

の
芳
香
が
た
だ

よ
っ
て
い
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
バ
ラ
園
駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
る

場
合
は
、
緑
の
広
場
前
駐
車
場
・
町
民
プ
ー

ル
跡
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
　経
済
産
業
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

音
　楽
　祭
（
海
上
自
衛
隊
　
呉
音
楽
隊
）

日
　
　
時
　
５
月
　
日
（
金
）
午
後
５
時
　

１８

３０

分
開
場
、
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

場
　
　
所
　
鳴
門
市
文
化
会
館

※
入
場
無
料
（
座
席
は
先
着
順
で
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
）

徳
島
航
空
基
地
一
般
公
開

日
　
　
時
　
５
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
～

２０

午
後
３
時

内
　
　
容

☆
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

問

☆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

☆
ち
び
っ
子
広
場

 
　海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
広
報
室

 

（
☎
６
９
９
・
５
１
１
１
）

　
四
国
最
大
規
模
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る

「
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
」が
４
月
　
日（
日
）に

２２

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
阿
波
し
ら
さ
ぎ
大
橋
」
を
通
る

新
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら
参
加
し

た
９
５
２
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
吉
野
川
沿
い

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
強
い
雨
が
降
り
、
さ
ら
に
吉
野
川

沿
い
の
堤
防
は
台
風
か
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
の

強
風
が
吹
く
悪
天
候
。

　
南
東
の
風
は
、
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
前
半

は
追
い
風
、
後
半
は
向
か
い
風
と
な
り
、
体

力
を
奪
う
苦
し

い
状
況
で
し
た

が
、
沿
道
で
手

を
振
り
声
援
を

送
る
大
勢
の
人

た
ち
に
励
ま
さ

れ
、
す
ば
ら
し

い
走
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し

た
。 問

○制度に大きな変更がありました。町では平成24年度の販売用の冬人参（平成25年度からは春人参も助成金が交付され
ます）から助成金が交付されることになりました。米の裏作（2毛作助成は人参のみ）に人参を出荷・販売すると5,000円
／反の助成になります。平成２５年3月中に出荷販売する人参については、前年度の販売伝票・販売証明証等が必要です。
○現地確認が7月（例年とおり）と12月（人参の作付確認）の2回になります。

⑴ 自給力向上（野菜、豆類、ケイトウ、すだち） 9,000円／10a （上限）
⑵ 一般作物（花き、花木、果樹、特産、その他） 7,000円／10 a （上限）
⑶ 地力増進・景観形成作物　5,000円／10a  （上限）
⑷ 産地育成加算作物　（ねぎ、白うり、花野菜、人参）5,000円／10 a （上限）
　※⑴～⑶ については、基幹作（主食用米や戦略作物の作付が無い水田）での助成になります。 
      ⑷ の、 ねぎ、白うり、花野菜は基幹作での助成になります。
　　人参は主食用米や戦略作物との組み合わせでも助成を行います。

●野菜等助成

戸別所得補償制度戸別所得補償制度●　●　●　●　●　●　●　●　●　● ●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　平成２４年度の制度の詳細については経済産業課（☎637・3120）・
JA板野郡農協藍園支所（☎692・2621）・ 住吉支所（☎692・2231）の各担当までお問い合わせください。

　※販売目的で栽培していることが必要（自家用での栽培は助成対象外）
　※地力増進作物については、すき込みが行われていること
　※果樹・永年性作物（畑地化作物）については、新植のみの助成
　※気象災害等により出荷・販売できなくなった場合の手続きは各協議会にしたがってください。
　※ヤミで作付けされている農家の方は助成金を受けられません。必ず利用権設定を行ってください。

○助成金の申請期限は５月３１日（木）までとなっていますので、ご注意ください。
※今年度から営農計画書の提出が必要です。
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いきいきサロンのご案内
地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各
地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

内　容場　所時　間曜日開催日

水

水

金

月

月

月

月

火

水

金

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
カラオケ

健康チェック
室内スポーツ
健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
健康体操（運動指導士）

健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
レクリエーション

健康チェック
レクリエーション

健康チェック
レクリエーション

午前9時30分
～11時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午前9時30分
～11時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

午後1時30分
～3時

江ノ口老人ルーム

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

住吉老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

東中富老人憩の家

５月16日

5月16日

5月18日

5月21日

5月28日

5月28日

6 月 4 日

6 月 5 日

6 月 6 日

6月15日

社 会 福 祉 協 議 会（☎692・9951）
地域包括支援センター（☎637・3175）

あいずみ俳壇
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藍芳園　紫水　選

こんにちは赤ちゃん 44月こんにちは赤ちゃん おくやみ申し上げますますすすすますすすますすす
4月

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう。
子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健 全 育成会 議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
板野西部青少年補導センター

（住　　所）（父）　　　　（母）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

富吉字中新田昭　彦・美　生女（ここな）志　満　心　樹
笠木字中野大　介・いづみ男（ともや）金　子　智　哉
住吉字千鳥ヶ浜武　士・麻　衣男（たける）曽　根　武　尊
徳命字新居須史　明・美　幸女（み　 な）坂　野　美　菜
奥野字原謙　一・佐知子女（ゆ　 あ）田　中　優　杏
奥野字和田修　一・規　子女（ふうか）安　藝　ふうか
富吉字豊吉浩　平・仁　美男（まこと）津　﨑　真　都
徳命字元村裕一朗・千　弘男（こ　 う）笠　松　恒　王
奥野字猪熊浩　幸・万理子女（じゅん）青　山　　　純
勝瑞字成長大　輔・えりか女（ゆいか）川　端　唯衣花
矢上字北分隆　浩・圭　子女（はるな）野　口　陽　菜
富吉字須崎裕　次・恵　実男（りくと）髙　瀬　陸　翔
住吉字神蔵順　次・珠　美男（はると）山　添　暖　人
乙瀬字青木章　宏・美　里女（あいり）武　市　愛　莉
東中富字東傍示栄　治・早　苗男（そうし）田　伏　蒼　士
富吉字富吉竜　矢・令　子男（りおん）安　達　莉　音
富吉字富吉竜　矢・令　子男（しおん）安　達　星　音
住吉字神蔵一　志・一　恵男（り　 く）楠　本　稜　空
勝瑞字西勝地裕　喜・美　佳男（あきと）髙　橋　璃　斗
徳命字前須東清　文・あゆみ男（りゅうすけ）松　尾　竜　佑
乙瀬字乾将　人・典　子女（あいり）奥　田　愛　理
富吉字須崎知　浩・雅　子女（わかな）松　本　若　奈
勝瑞字幸島理　史・路　子男（こうへい）浜　辺　皓　平
住吉字藤ノ木大　介・順　子男（こうせい）山　本　皐　聖
富吉字須崎直　樹・美　香女（あおい）木　内　蒼　衣
富吉字富吉二　郎・智　子女（あやな）孝富士　彩　奈

（住　　所）（年　齢）（氏　名）

矢上字江ノ口91歳矢　野　トヨ子
富吉字富吉91歳賀　治　タカノ
矢上字北分82歳織　田　妙　子
奥野字前川82歳大　塚　宇　一
乙瀬字青木88歳野　田　チヨコ
矢上字原96歳武　田　信　男
徳命字小塚東76歳漆　原　　　達
乙瀬字東新田82歳中　野　文　明
東中富字権現傍示49歳平　松　　　清
勝瑞字正喜地76歳矢　野　富　男
奥野字前川74歳三　好　太　治
住吉字神蔵84歳北　島　高　子
東中富字敷地傍示76歳三　木　幸　代
矢上字原73歳山　口　勝　利
東中富字長江傍示90歳逢　坂　茂　香
勝瑞字西勝地82歳田　中　徳　江
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:00

14:30～18:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼ ●洋服の青山

●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科・
　　　　　　心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

for safety and happiness

徳島市応神町東貞方北野 106-1

応神町産業団地
徳島運輸支局北側道路
東へ 450m

http://www.ask-hoken.com

四国三郎橋

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

とくしま
耳鼻咽喉科マルナカ

成長店●

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

とくしまま
耳鼻咽喉科科カ

●

ASK

（088）678‒6502

●
●

等々…何でもお気軽にご連絡下さい
生命保険・損害保険・無料相談

移転しました!!

10:00～18:00 休日・夜間の
時間帯のご予約可

株式会社 A S K

広報あいずみ広告主募集
平成24年度の広告主を募集しています。

詳細については、HPをご覧になるか、

次までお問い合わせください。

広 告 料　１回１枠　18,000円

広 告 枠　１枠　縦60㎜×横90㎜

企画政策課（☎６３７・３１２４）申・問

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

新鮮でおいしい人参を配布新鮮でおいしい人参を配布新鮮でおいしい人参を配布
　4月1日、サッカーＪ2徳島ヴォルティス対ファジ
アーノ岡山の試合で、藍住特産の人参を800人に無
料配布しました。
　この人参は、ＪＡ板野郡住吉支所人参部会、徳島
ヴォルティスホームタウン協議会、藍住町が岡山か
ら応援に来た皆さんに、藍住の色鮮やかでおいしい
ハウス栽培人参を知ってもらおうと配布したもので
す。

　また、入場開始前に「新鮮なっ！とくしま」号で
調理した人参ジュースを、町食生活改善推進協議会
の藍愛グループの皆さん（会長　森智恵子さん）が、
スタジアム前で先着200人の方に配布しました。初
めて飲む方も多く「あまい」「おいしい」と大好評で
した。
　ご協力いただいた人参部会と藍愛グループの皆さ
ん、ありがとうございました。　人参ジュースの配布

人参の配布

人参ジ スの配布


